
   

 

 

 

 

 

 

  5 月 4 日（火）早朝、あまりの好天続きに花々が気になり、学校にやってきました。途

中、マンションの窓からかわいらしい鯉のぼりが。ちょうど適度に風もあり、ちゃんと泳い

でいました。休みなので、少し寂しい学校ではありましたが、この鯉のぼりを見て、『二色

小のみんなは、何しているかなあ？』と考えました。 

 さて、5年生の音楽の共通教材である『こいのぼり』を調べてみました。 

① 甍（いらか）の波と雲の波 重なる波の 中空を 

             橘（たちばな）かおる 朝風に 

高く泳ぐや 鯉のぼり 

②開ける広き 其の口に 舟をも呑まん 様見えて 

                    ゆたかに振るう 尾鰭（おひれ）には 

                    物に動ぜぬ姿あり   

③百瀬（ももせ）の滝を 登りなば 忽（たちま）ち竜に なりぬべ

き 

                    わが身に似よや 男子（おのこご）と  

空に踊るや 鯉のぼり  ＜作詞 不詳／作曲 弘田隆太郎

＞ 

 大変勇ましいリズムの曲だとは思っていましたが、②③のような歌詞だとは知りませんで

した。と同時に、舟を呑むような鯉の口や竜になりそうな空に踊る姿とは、日本語の迫力を

感じた次第です。 

 医学の進歩もなく、乳児・幼児がたくさん亡くなった昔から、こうして子どもを空から「叱

咤激励」してくれているかのような鯉のぼりに、人々は子ども達の未来を託すような気持ち

だったのでしょうか。 

もともとは 3 月 3 日の女子の節句に対して、5 月 5 日は男子の節句でしたが、5 月 5 日が

こどもの日でもあり、鯉のぼりは男女問わずどの子ども達にも愛されているようです。・・・

柏餅も？・・・ 

二色小学校でも、二色学級の子ども達と一年生が一緒に、かわいい鯉のぼりを作って運動

場に揚げています。どうぞ見てください。＝改めて、子どもの幸せを祈ります。＝ 

 

4 月 2６日（月）、お昼前、パークタウンの上空に、虹が架かりましたね。見られましたか？

通常、虹は太陽と反対側に架かかるのですが、この日の虹は太陽を同心円のように囲みなが

ら二本出ていました。次の日の朝日新聞では、『水平環』 の可能性？と書かれていました。

上空にある氷の結晶に太陽光が反射してできるそうです。 （写真をここに載せられないの

   

ホストファミリー応募しています。ご協力お願いします。 
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が残念ですが。）二色小学校は、観測にも最適な場所なのかもしれません。        


